独禁法執行のグローバル化が促す証拠収集手法の現代化 by 越知,保見
























頁―260頁注 1から 6、刑事法との関係については、424頁注 1
(2)本テーマについては、筆者は、経団連の 21世紀研究所プロジェクト「審査手続きの適正
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(9) Commission notice on best practices for the conduct of proceedings concerning
Articles 101 and 102 TFEU
(10)平成 27年 12月 25日公取委「独占禁止法審査手続きに関する指針」
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梁談合事件審決において言及されているのである。平成 22年 9月 21日ピーエス
三菱ほか 10名に対する件の審決書（別紙 4審決書案）36頁には以下の認定がある。
（ソ）被審人ピーエス三菱から平成 16年 4月 5日に留置された文書のうち「リ







































































































済事件についてのサンクションの在り方」国際商事法務 40巻 5号 670頁、6巻 844頁と
思われる。
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Against Self-Incrimination in Civil Litigation (ABA)参照。
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(21) Commission Regulation 2003/01の 23条
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(22) Press release on November 20 2007不正確な供述、虚偽の回答についても、課徴金が
課された例があることについて、井上（2009）88頁。鞠子公男「EU競争法の履行強制
金」公正取引 705巻（2009）16項
(23) Guidance on the CMA’s investigation procedures in Competition Act 1998 cases
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2009年のBritish Airways事件で、控訴が取り下げになった後、2014年まで事件
















































































(28)英国では、2013年にOffice of Fair Trading（OFT）とCompetition Commission（CC）
がCompetition & Market Authority（CMA）に統合された。
(29) Any person being formally questioned or interviewed by the CMA may request
to have a legal adviser present to represent their interests. In some cases, an
individual may choose to be represented by a legal adviser who is also acting
for the undertaking under investigation. While the CMA recognises that the
interview power may be used in a range of circumstances, the starting point for the
CMA is that it will be generally inappropriate for a legal adviser only acting for the
undertaking to be present at the interview. The CMA also considers that in certain
circumstances there may be a risk that the presence at the interview of a legal
89
















adviser only acting for the business will prejudice the investigation, for example
if their presence reduces the incentives on the individual being questioned to be
open and honest in their account. In cases where the CMA wishes to question
a person having entered into premises as described at paragraph 6.43 below,
the questioning may be delayed for a reasonable time to allow the individual’s
legal adviser to attend. During this time, the CMA may make this subject
to certain conditions for the purpose of reducing the risk of contamination of
witness evidence. Such conditions could include requesting that a CMA officer
accompanies the individual in the period before the interview takes place and/or
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拠よりもより強力な証拠が得られる場合に減免を認めるべきである。立入検査が行
われた後については、立入検査への協力、立入検査で任意に取得した情報も、協力
に含めて考えるべきである。立入検査時にキーパーソンから全面的な任意の供述を
得られた場合、その供述内容がすでに得られた証拠よりも大きな証拠価値があり、
立件についての公取委の審査時間を大幅に軽減するものであれば、減額を認めるべ
きである。すなわち、立入検査において、全面的に協力する場合は、現行制度の立
入後の申請と評価し、最も証拠価値の高い情報が提供された場合に減額を認めるよ
うに制度を改革すべきである。
この関係で、現在の実務では、課徴金減免申請で提出した書類を、原則として証
拠として用いず、改めて立入検査を行い、その後に供述調書を作成するという実務
を行っているが、全く無駄という他なく、課徴金減免申請で得られた証拠をそのま
ま用いる実務とすべきである。そのような証拠としての利用を許容することが全面
協力の意味であり、申請はするが提出した書類を証拠に使って欲しくないという留
保付きの協力であれば、免除を与えられるべきではなく、減額についても協力の程
度が留保によって相当程度減殺されるべきものと考えるべきである。課徴金減免制
度はかけがえのない証拠を提出することによって免除・減額を与える制度であり、
その証拠をそのまま使えないのであれば、免除まで与えるのは寛容すぎる取扱いで
ある。
（明治大学法科大学院教授）
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